【様式１】地域科学技術実証拠点整備事業公募申請書
※提案者の数に合わせて修正してください。
平成　　年　　月　　日
　文部科学省科学技術・学術政策局長　殿
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　　　　　　　　　　　　　　　　（事業者兼提案者法人名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者名）
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　　　　　　　　　　　　　　　　（提案者法人名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者名）
地域科学技術実証拠点整備事業への提案について
　地域科学技術実証拠点整備事業への提案として、様式２～４「地域科学技術実証拠点計画」を提出する。
【様式２】地域科学技術実証拠点計画概要
１．事業者及び提案者
※提案者が複数となる場合には、行を追加してください。
	拠点名
	

	事業者
	（法人・都道府県（公設試験研究機関）名）

	
	（所在地）

	
	（担当者所属・氏名・連絡先）

	提案者
	＜都道府県等＞
（都道府県等名）

	
	（所在地）

	
	（担当者所属・氏名・連絡先）

	
	＜大学等又は都道府県等の法人＞
（大学等名又は都道府県等の法人名）

	
	（所在地）

	
	（担当者所属・氏名・連絡先）


２．事業実施の可否
※全体予算額を勘案しつつ、提案に応じた適正な規模を交付決定することとしていることから、支援額が申請額に満たない場合があります。その場合において、自己資金や外部資金等を活用することで事業を実施する意思があるか否かについて、どちらかに○をつけてください。
　支援額が申請額に満たない場合の事業実施の意思の有無　　（　有　：　無　）
３．拠点計画概要
※１ページ以内で作成してください。
	拠点計画のテーマ名
	※対外的に分かるように取り組むテーマを30字以内で記載してください。

	拠点計画の概要①
	※対外的に分かるように拠点計画の全体像について200字以内で記載してください。

	拠点計画の概要②
	【提案者名】＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
【事業者名】＿＿＿＿＿＿＿
※上記「拠点計画の概要①」欄を補足する形で、公募要領本文３．（２）提案の要件も踏まえつつ記載してください。

	予算規模
	必要国費　　　：　　　億円（施設　　　億円、設備　　　億円）
併せて拠出する
自己資金　　　：　　　億円（施設　　　億円、設備　　　億円）
外部資金　　　：　　　億円（施設　　　億円、設備　　　億円）
※自己資金及び外部資金（他の補助金含む）を活用する場合には、「様式３―４」に詳細を記載してください。


【様式３―１】技術シーズ及びテーマの優位性・実現可能性
（１）研究開発課題
※当該拠点において実証等に取り組む研究開発課題の内容と、その事業化に対する社会的ニーズ等について記載してください。
（２）社会的ニーズを踏まえた技術シーズ等の競争優位性
※参画する機関等が所有する域内の技術シーズや域外から取り込む資源等について、国内外の研究開発動向・ビジネス動向、関連業界の技術戦略及び競合技術・従来技術と比較した優位性・新規性等を踏まえ、（１）で挙げた研究開発課題の解決にどのようにつながるのかを記載してください。
（３）主なプロジェクト参画者
	氏名
	機関名・部署・役職
	プロジェクトでの役割

	
	
	

	
	
	

	
	
	


（４）研究開発課題の解決による社会的インパクト
※研究開発課題の解決がどのような社会的インパクト（技術革新、地域経済活性化等）に結びつくと想定しているのか、定量的に記載してください。
※効果の測定に適当な指標がある場合には適宜項目を追加して記載してください。
①○○の事業化に係る売上金額
	現状
	20XX年
	20XX年
	20XX年

	
	
	
	

	効果の算出根拠：



②○○の事業化に係る雇用創出
	現状
	20XX年
	20XX年
	20XX年

	
	
	
	

	効果の算出根拠：



（５）産学官連携体制の強化への寄与
※研究開発課題や技術シーズ等のポテンシャルを基とした大規模産学官連携拠点の形成や「組織対組織」による産学官連携体制の構築等、拠点のテーマ及び研究開発課題を実現するための産学官連携体制の構築について記載してください。
（６）構想・目標の実現に向けた研究活動費の確保
※地域イノベーション・エコシステム形成プログラム、産学共創プラットフォーム共同研究推進プログラム、センター・オブ・イノベーション（ＣＯＩ）プログラムや他の補助金プログラム等により研究活動費を確保している、又はその見込みがある場合には記載してください。
	制度名
	研究開発課題名
	研究

期間

(開始年月～終了年月)
	(1)研究費(期間全体）
(2) 〃 (H28年度予定）

(3) 〃 (H29年度予定）

(4) 〃 (H30年度予定）

	
	
	H○.○
～

H○.○
	(1)
	125,000千円

	
	
	
	(2)
	25,000千円

	
	
	
	(3)
	25,000千円

	
	
	
	(4)
	25,000千円

	
	
	～
	(1)
	千円

	
	
	
	(2)
	千円

	
	
	
	(3)
	千円

	
	
	
	(4)
	千円

	
	
	～
	(1)
	千円

	
	
	
	(2)
	千円

	
	
	
	(3)
	千円

	
	
	
	(4)
	千円


【様式３－２】企業の参画による事業化に向けた持続的な取組
※企業数に応じて適宜追加してください。
	企業名
	株式会社　○○○○

	ホームページ
	http://

	設立年月
	0000年0月

	本社所在地
	○○県○○市○○町○丁目○番○号

	代表者名
	代表取締役　○○○○

	資本金
	0,000
	百万円
	売上高
	0,000
	百万円

	役員数
	0
	人
	社員数
	0
	人

	主な事業
	　

	事業者との関係・経緯
	過去の連携に至った経緯。現在までの連携状況等　（可能な範囲で具体的に記載をお願いします。）

	共同研究内容・規模（予定）
	記入例）①共同研究分野と事業化内容　②規模：○○円/年で○○年間の共同研究を予定。③常駐人数等：拠点には○○名の常駐職員を派遣予定。④その他（可能な範囲で具体的に記載をお願いします。）

	実証・事業化の強み・寄与
	提案内容に関する事業化の計画を実現するうえでの当該企業の強み等

	提出書類⑦：参画企業からの念書・推薦書等の有無
	
	　


	企業名
	株式会社　○○○○

	ホームページ
	http://

	設立年月
	0000年0月

	本社所在地
	○○県○○市○○町○丁目○番○号

	代表者名
	代表取締役　○○○○

	資本金
	0,000
	百万円
	売上高
	0,000
	百万円

	役員数
	0
	人
	社員数
	0
	人

	主な事業
	　

	事業者との関係・経緯
	過去の連携に至った経緯。現在までの連携状況等　（可能な範囲で具体的に記載をお願いします。）

	共同研究内容・規模（予定）
	記入例）①共同研究分野と事業化内容　②規模：○○円/年で○○年間の共同研究を予定。③常駐人数等：拠点には○○名の常駐職員を派遣予定。④その他（可能な範囲で具体的に記載をお願いします。）

	実証・事業化の強み・寄与
	提案内容に関する事業化の計画を実現するうえでの当該企業の強み等

	提出書類⑦：参画企業からの念書・推薦書等の有無
	
	　


【様式３―３】地方創生としての役割
（１）地域産学官の連携体制の構築
※本事業等を通じた地方創生のための自治体・大学等の連携・協働体制について記載してください。
※特に、本拠点が自治体と大学等の新しい連携体制のモデルとなりうるような視点があれば記載してください。
※必要に応じて、自治体や大学等だけでなく、企業等も含めた各主体同士の連携・協働体制を図示してください。
（２）地方創生実現に向けた地方経済への波及効果
※本事業で整備する拠点が、地元企業・大学発ベンチャー等を通じた新しい産業・雇用の創出や地域経済の活性化等、地方経済にどのような波及効果があり、地方創生に資するのかについて具体的かつ可能な限り定量的に記載してください。
（３）地元企業等の拠点活用・共同利用等
※様式３―１で挙げた研究開発課題にかかわらず、本事業で整備する施設・設備の幅広い目的に応じた共同利用等による地域科学技術の発展に向けた取組があれば記載してください。
（４）他の地方創生関連事業との関係性
※他の地方創生に資する支援プログラムの活用の予定があれば記載してください。
	制度名
	整備内容
	整備費
	本事業との関連性

	
	
	
	

	
	
	
	


（５）その他（地域構想等における本拠点の位置づけ・地域の特性・震災等の特殊事情等）
※上記以外で、本計画が地方創生に貢献する理由等がある場合は記載してください。
※自治体等における地域構想等に本拠点の構築が位置づけてある場合には、構想名（○○県科学技術振興指針等）と該当箇所の抜粋を記載してください。
※国が優先的に支援を行う必要性として、災害からの復興やその他の地域の特性や事情があれば記載してください。
【様式３―４】施設・設備等の維持・管理体制／施設・設備の内容
（１）施設・設備の内容
※本事業により整備する施設・設備の機能や、産学官による事業化を効果的・効率的に実現するための施設・設備の新規性・革新性等について記載してください。
■整備する施設の詳細
①予算規模等

※自己資金や外部資金（他の補助金含む）を活用する場合には、本事業との区別が明確に分かるように他の資金による施設の内容（資金額含む）もあわせて記載してください。

※外部資金については、外部資金名を記載してください。
	
	予算額
	施設内容
	本事業との区別

	国費（本事業）
	
	
	

	自己資金
	
	
	

	外部資金名
	
	
	

	外部資金名
	
	
	

	外部資金名
	
	
	


②施設の図面
※整備する施設の図面（構想中の略図でも可）を添付してください。
※自己資金や外部資金を活用する場合には、本事業の対象部分との区別が明確に分かるようにしてください。
③建設予定地
・建設予定地の所有者と現況
※所有者の機関名及び所有者からの土地の提供形態を記載し、当該予定地全体を示す現況図や写真を添付してください。
・建設予定地と他の関連施設等との位置関係
※連携等を予定している他の関連施設や最寄りの交通機関等との位置関係が判るような縮尺が明示された図を添付してください。
・建設予定地の法的制限等
※施設の建設・運用にあたって、特に考慮すべき関連法令等がある場合に記載してください。
④施設の内容
※自己資金や外部資金（他の補助金含む）を活用する場合には、本事業との区別が明確に分かるように他の資金による施設の内容（資金額含む）もあわせて記載してください。

・施設の規模
地上　　階、地下　　階（延べ床面積　　㎡）（うち、国費以外　　㎡）
調査設計費（監理費含む）　　　　　　　　百万円（うち、国費以外　　百万円）
建設工事費（付帯設備工事を含む）　　　　百万円（うち、国費以外　　百万円）
外構工事費　　　　　　　　　　　　　　　百万円（うち、国費以外　　百万円）
・施設の機能
※外部資金については、外部資金名を記載してください。
	機能（室名）
	国費／自己資金／外部資金
	仕様
	面積（㎡）

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	（エントランスホール、廊下、階段、トイレ等）
	


　⑤整備工程表
※施設整備の簡単な工程表を記載してください。
※他の補助金を活用する場合には、本事業との区別が分かるように記載してください。
■整備する設備の詳細
①本事業により整備する設備の内容
	設備の名称
	必要性
	仕様
	見積額
（千円）
	既存設備の移設の場合は「○」を記載
	設置場所

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	合計額
	


②自己資金や外部資金により整備する設備の内容
※外部資金については、外部資金名を記載してください。
	設備の名称
	自己資金／外部資金
	仕様
	見積額
（千円）
	既存設備の移設の場合は「○」を記載
	設置場所

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	合計額
	


③設備を設置する既存施設（設備を設置する場所に、本事業で整備する施設以外が含まれる場合）
※該当しない場合は「該当なし」と記載してください。該当する場合は、上記「■整備する施設の詳細」の③（「建設予定地の法的制限等）を除く）に準じて記載してください。
④整備工程表
※設備整備の簡単な工程表を記載してください。
※他の補助金を活用する場合には、本事業との区別が分かるように記載してください。
（２）維持・管理体制
①維持・管理体制
※本事業の実施が、全学的又は組織的な合意形成に基づいたものである場合には、その旨を具体的に記載してください。
※施設・設備をどのように管理・運用していくのか（入居や利用の手続き等）を記載してください。
※整備する施設・設備の維持管理に係る資金計画を下表（施設・設備の稼働開始から５年間程度）に記載してください。
（千円）
	
	20XX年
	20XX年
	20XX年
	20XX年
	20XX年

	自己資金
	
	
	
	
	

	利用者負担
	
	
	
	
	

	その他収入
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	

	年間運営・維持費用見込み
	
	
	
	
	


・「その他収入」の具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
②施設・設備の年間運営費用見込み
※整備する施設・設備それぞれの年間ランニングコスト総額見込みと、簡単な内訳を記載してください。
施設：　年間　　　百万円
（内訳）
設備：　年間　　　百万円
（内訳）
③施設・設備の利用者からの年間収入見込み
※整備する施設・設備それぞれの利用料総額見込み（想定している平均的な稼働率の時）と、簡単な内訳を記載してください。
施設：　年間　　　百万円　※稼働率が　　％である場合
（内訳）
設備：　年間　　　百万円　※稼働率が　　％である場合
（内訳）
【様式４】地域科学技術実証拠点計画ロードマップ
※パワーポイント等でも構いません。
（１）拠点構想と研究開発課題
※本事業で整備する施設・設備において、技術シーズ等を核として、研究開発課題の実施による事業化等を通じた拠点構想を記載してください。
（２）各研究開発課題のロードマップ
※ロードマップの例
[image: image1.emf]研究開発課
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拠点で行う研究開発から社会実装までを大

まかなフェーズに分けて記載してください。

各研究開発テーマ等の実現による拠点の将来像

研究開発課

題４：□□
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拠点で行う研究開発から社会実装までを大ま

かなフェーズに分けて記載してください。
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	20XX年
	20XX年
	20XX年
	20XX年
	20XX年

	自己資金
	
	
	
	
	

	利用者負担
	
	
	
	
	

	その他収入
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	

	年間運営・維持費用見込み
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・拠点での実証等を通じて事業化が期待できる技術シーズ・テーマ等の概要


・技術シーズ等の競争優位性・事業化した際の社会的インパクト


・地域の産業や雇用の創出等、地方創生に貢献する効果


・産学官の連携体制


・産学官による施設・設備の共同利用による活動見込み


・整備する施設・設備の運営・維持管理に必要な資金確保の見込み及び管理体制　　　　等
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